
本日お伝えする内容

１，入試問題の文章の長さ、内容

２，主に何が問われるか
①言葉の意味や使い方（語彙力）
②文章の論理の進め方（論理力）
③小説の登場人物の心情把握
④主題（作者・筆者の主張）

３，何を準備すればよいか

１，入試問題の文章の長さ、内容

○大問の数は例年２題
説明文 １題 小説文 １題
それぞれに小問が５～８問

○試験時間
・一般入試 ５０分
・地域限定推薦入試
（数学との選択） ４５分

説明文で 1,500～2,000字 程度
小説文で 2,000～3,000字 程度

年度 2020

説明文 大人の友情 (1,962) 河合隼雄

小説文 夕日へ続く道 (2,743) 石田衣良

年度 2019

説明文 いじめのある世界に生きる君
たちへ (1,630)

中井久夫

小説文 彼らの流儀 (2,078) 沢木耕太郎

年度 2018

説明文 五七五の内在律 (1,832) 黛 まどか

小説文 夜のピクニック (3,012) 恩田 陸

年度 2017

説明文 大人の思想 (1,931) 外山滋比古

小説文 はずれくじ (1,548) 有島武郎

年度 2016

説明文 最強の人生指南書 (1,548) 齋藤 孝

小説文 先生のお庭番 (2,082) 朝井まかて

２，主に何が問われるか

①言葉の意味や使い方（語彙力）

漢字の書き取り・読み、語句の意味
②文章の論理の進め方（論理力）
接続語の空欄補充、省略文の挿入、
対応箇所の抜き出し

③小説の登場人物の心情把握
④主題（作者・筆者の主張）

記述（30～60字程度）
ある程度の長さの文が書けるように



３，何を準備すればよいか 本番までの対策

①中学校の授業を大切に
・教科書の説明文、小説文の読解
・授業中の漢字テスト など

②実際に問題を解く練習を
・決まった時間内に文章を読んで解く
・過去問を解く

３，何を準備すればよいか 本番までの対策

③文章を読むことに慣れる

・小説（まずは読みやすいものから）
・論理的な文章（ぜひ挑戦を）
・新聞の社説、コラム
・中高生向きの新書 など

④書く力をつける
・頭で考えたことを文章にする練習を

普段の生活における思考/意思疎通

のほとんどは、国語（日本語）を通じて
行われます。

また、身近なことがらのすべてが
国語の勉強です。

創立者の学園生へのメッセージ

「徹底して＜読む力＞を」
「徹底して＜書く力＞を」
「＜読む力＞＜書く力＞は、
＜考える力＞を強く、

たくましくはぐくみます」

関西校第26回入学式にて

受験生の皆さん、
頑張ってください！
ご清聴ありがとうございました。

関西創価高等学校 国語科一同


